
今後、認定農業者等が引き受ける意向のある農地面積よりも、高齢化などによる離農により後継者不在の農業者
の面積の方が多く想定され、新たな担い手の確保が必要である。

サルやイノシシによる鳥獣被害が近年増加し、農業者の高齢化と相まって、営農意欲が著しく低下しているが、中山
間集落協定の役員を中心に都会に出て行った農業者の子弟などと交流をする機会を設けたり、シイタケ栽培を集落
で共同で行うなど、地域が生き残りを掛け創意工夫を行っている。

中山間地域特有の地形条件不利地のため、農地の営農又は維持管理については非効率的にならざるを得ず多大
な労力を要しているのが現状である。また地区内の水田については、そのほとんどが圃場整備が進んでおらず、畦
畔管理、水利が不便など営農条件が悪く、農地の集積には課題が多い。

33681

高富・神瀬
高富、神瀬、船津
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市町村名（市町村コード）

地域名

（地域内農業集落名）

策定年月日

１　地域における農業の将来の在り方

　（１）　地域農業の現状及び課題

【地域の基礎的データ】

主な作物： 水稲

　（２）　地域における農業の将来の在り方

新規就農者を積極的に受け入れ担い手を確保するとともに、今後農業経営者の高齢化により耕作が困難な土地に
ついて、中心経営体による経営農地の集積化図り、農業の核となる米作、果樹等を中心とした作付けを行い、地域
農業の活性化、効率化を図る。
また、後継者のいる農家については、スムーズに経営移譲ができるよう、地域をあげて協力を行っていく。

　（１）　地域計画の区域の状況

地域内の農用地等面積（農業上の利用が行われる農用地等の区域）

①農業振興地域のうち農用地区域内の農地面積

参考様式第５-２号

地　域　計　画

２　農業の将来の在り方に向けた農用地の効率的かつ総合的な利用を図るために必要な事項

吉　備　中　央　町

②田の面積

③畑の面積

④区域内において、規模縮小などの意向がある農地面積の合計

⑤区域内において、今後農業を担う者が引き受ける意向のある農地面積の合計

（参考）区域内における○才以上の農業者の農地面積の合計
うち、後継者不在の農業者の農地面積

　（１）　農用地の効率的かつ総合的な利用に関する方針

中心経営体へ農地集積を進めるとともに、相続等により農地が地区外の相続人の所有となった場合にも、現在の耕
作者が引き続き耕作ができるよう体制を整備する。

ha

ha

ha

ha

ha

更新年月日

目標年度 令和１２年度

ha

11.31

7.29

9.16

11.02

20.18

20.18



⑨その他⑧農業用施設⑦保全・管理等⑥燃料・資源作物
等

⑤果樹等④輸出③スマート農業②有機・減農薬・
減肥料

①鳥獣害被害防
止対策

　（１）　農用地の集積、集約化の取組

　（２）　農地中間管理機構の活用方針

　（３）　基盤整備事業への取り組み方針

　（４）　多様な経営体の確保・育成の取組方針

以下任意記載事項

区域外から認定農業者が入り作で耕作をしており、今後はそうした農業者へ作業委託を行っていく。

農業者の事業継承をスムーズに行うこと、また地域内外から多様な経営体を募り、地域全体の意向を踏まえながら
担い手として育成をしていくため、町とJAと連携し、相談から定着まで切れ目なく取り組んでいく。

基盤整備が行われていない地区であるが、農業所得が上がらない現状では、多額の自己負担を伴う圃場整備を行
うことは出来ず、当面は現状維持を諮らざるを得ない。

将来の経営農地の集約化を目指すため、農地所有者は、出し手・受け手にかかわらず、原則として農地を機構に貸
し付けていく。

また、中心経営体が病気やケガなどで営農の継続が困難となった場合には、早急に新たな担い手への付け替えを
進めることができるよう、機構を通じて中心経営体への貸付を進めていく。

錯綜圃場を出さず、中心経営体へ農地集積を進めるとともに、相続等により農地が地区外の相続人の所有となった
場合にも、現在の耕作者が引き続き耕作ができるよう、農地中間管理機構を活用していく。

　（５）　農業協同組合等の農業支援サービス事業者等への農作業委託の活用方針

〇

①有害鳥獣対策として集落ぐるみでの防護柵の設置を進める。

【選択した上記の取り組み方針】

　（２）　担い手（効率的かつ安定的な経営を営む者）に対する農用地の集積に関する目標

３　農業者及び区域内の関係者が２の目標を達成するためにとるべき必要な措置（必須項目）

４　地域内の農業を担う者一覧（目標地図に位置付ける者）

５　農業支援サービス事業者一覧（任意記載事項）

６　目標地図

７　基盤法第２２条の３（地域計画に係る提案の特例）を活用する場合には、以下を記載してください。

別添①のとおり

無し

別添②のとおり

　（３）　農地の集団化（集約化）に関する目標

担い手が経営を行う農地については、農業用水の水系ごとに団地化を行うなど、錯綜圃場がでないよう集積を行っ
ていく。

　現在の集積率 将来の目標とする集積率３０％ ５０％



別添①

属性 農業を担う者
（氏名・名称）

経営作目等 経営面積 作業受託
面積

経営作目等 経営面積 作業受託
面積

目標地図
上の表示

備考

現　状
10年後

（目標年度：令和　　１２　年度）

４　地域内の農業を担う者一覧（目標地図に位置づけられる者）
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認農10158062 2.22認農 準単一経営(酪
農＋和牛繁殖) ha

2.22準単一経営(酪
農＋和牛繁殖) haha ha

10158062

利用者10116645 1.42利用者 単一経営（水
稲） ha

1.42単一経営（水
稲） haha ha

10116645

利用者10570702 1.04利用者 単一経営（水
稲） ha

1.04単一経営（水
稲） haha ha

10570702

利用者10054437 1.02利用者 単一経営（水
稲） ha

1.02単一経営（水
稲） haha ha

10054437

利用者99000028 0.97利用者 単一経営（水
稲） ha

0.97単一経営（水
稲） haha ha

99000028

利用者10116971 0.89利用者 単一経営（水
稲） ha

0.89単一経営（水
稲） haha ha

10116971

利用者10024971 0.61利用者 単一経営（水
稲） ha

0.61単一経営（水
稲） haha ha

10024971

利用者10116734 0.54利用者 単一経営（水
稲） ha

0.54単一経営（水
稲） haha ha

10116734

利用者35028531 0.51利用者 単一経営（水
稲） ha

0.51単一経営（水
稲） haha ha

35028531

利用者10116653 0.34利用者 単一経営（水
稲） ha

0.34単一経営（水
稲） haha ha

10116653

利用者10024996 0.25利用者 単一経営（水
稲） ha

0.25単一経営（水
稲） haha ha

10024996

利用者10025097 0.19利用者 単一経営（水
稲） ha

0.19単一経営（水
稲） haha ha

10025097

利用者10116841 0.17利用者 単一経営（水
稲） ha

0.17単一経営（水
稲） haha ha

10116841

利用者30026521 0.17利用者 単一経営（水
稲） ha

0.17単一経営（水
稲） haha ha

30026521

利用者10116793 0.17利用者 単一経営（水
稲） ha

0.17単一経営（水
稲） haha ha

10116793

利用者10170062 0.15利用者 単一経営（水
稲） ha

0.15単一経営（水
稲） haha ha

10170062

利用者99000027 0.15利用者 単一経営（水
稲） ha

0.15単一経営（水
稲） haha ha

99000027

利用者10025488 0.07利用者 単一経営（水
稲） ha

0.07単一経営（水
稲） haha ha

10025488

利用者10116866 0.06利用者 単一経営（水
稲） ha

0.06単一経営（水
稲） haha ha

10116866

利用者10025291 0.05利用者 単一経営（水
稲） ha

0.05単一経営（水
稲） haha ha

10025291

利用者30063604 0.04利用者 単一経営（水
稲） ha

0.04単一経営（水
稲） haha ha

30063604

haha haha11.02 11.0221 経営体




